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用した、新たな価値を創造する使い

やすい先進的なサービス／技術の創

出、及びそれらを支えるサービス提

供プラットフォーム技術の研究開発

を主要ミッションに、図1に示す7

つのプロジェクト構成で研究開発を

推進しています。

－名称が変わったことで、何か変

化したことはありますか。

茨木 一番変わったことは、一つひ

とつのサービスの固まりというより

は、それをいかに融合・連携させて

新たなサービスにするか、エンドユ

ーザー一人ひとりに適切なサービス

を組み合わせて提供するかを含めた

全体の連携をどうしていくのかとい

う点に関連した新しい技術を含め、

取り組んでいくことが重要と考える

ようになったことです。具体的には、

サービスを上手く融合・連携させ、

１+１+１＝５とか６のサービスを

提供していくための研究開発です。

茨木 私どもNTTサービスエボリ

ューション研究所は、サービスを展

開したり、生物学的に進化させたり

とか、そういう意味を込めた研究所

名になりました。新たなコミュニケ

ーションサービスの研究開発を主要

ミッションとする「NTTサービス

イノベーション総合研究所」傘下の

４研究所の１つとして、安心便利な

ホームネットワークサービスを実現

するホーム I C T、ひかり T V、

NOTTVなどに

代表されるコ

ンテンツ流通

系 サ ー ビ ス 、

それに情報検

索・マイニン

グ系の３つの

サービス技術

領域とそれを

支える要素技

術の研究開発

を行っていま

す。現在、多

種多様なデバ

イスやネット

ワークを流通

する情報を活

－本年4月のNTT R&D体制の強

化に向けた組織再編に続き、7月 1

日には各研究所の組織名を変更され

ました。貴研究所は、NTTサイバ

ーソリューション研究所から、

NTTサービスエボリューション研

究所へと改称されましたが、改めて

組織構成及び主要ミッションからお
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図1 NTTサービスエボリューション研究所の組織構成と主な取組み

―本年4月のNTT R&D体制の強化

に向けた組織再編に続き、7月1日

には各研究所の組織名を変更されま

した。貴研究所は、NTTサイバーソ

リューション研究所から、NTTサー

ビスエボリューション研究所へと改

称されましたが、改めて組織構成及

び主要ミッションからお聞かせくだ

さい。

―名称が変わったことで、何か変化

したことはありますか
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－そのための重要な技術として、

どんなものがあげられますか。

茨木 図２に示したように、マルチ

サービス、マルチコンテンツを、マ

ルチデバイスであらゆるシーンで、

マルチネットワークを介して使える

環境にするための方策として、端末

層とネットワーク層をどのように連

携するか、サービスのサポートツー

ルをいかに提供していくかに取り組

んでいます。例えばサービスのデザ

イン／評価という面では、ユーザー

のQoE（Quality of Experience）

をどう上げていくかということが重

要だと思います。それから、OTT

（オーバーザトップ）サービスや

HTML5というキーワードも関連し

ますが、マルチデバイスがマルチネ

ットワーク／マルチシチュエーショ

ンで使われるという環境をどう整理

してサービスをお届けするかが重要

になってくると思います。さらに、

複数のサービスを連携させて新たな

サービスを創出するため、上位側の

サービスオーケストレーションの機

構を賢くするためのライフログ活

用・マイニング技術などが必要にな

ります。また、従来から取り組んで

きたサービス可視化については、

R&D成果である技術の実用化を後

押しする取組みに加え、より将来的

なサービス実現を目指した取組みを

強化しています。

－後続の各論の頁で、最近の取組

みをいくつかご紹介しますが、特に

R&D施策として、今年度意識され

ていることはありますか。

茨木 サービスエボリューション研

究所ですので、“サービス創造にい

かに貢献するか”という部分をどう

強化していくか、そのために必要な

ことは何かということを意識してい

ます。そこには、前述したエンドユ

ーザーが使いやすいという観点での

技術と、NTTグループの事業にと

って意味がある技術の両面を

常に考えて取り組むようにし

ています。それとは別に、

“将来のサービスはこうなる”

というのは別の議論ですの

で、着実に事業に貢献する研

究開発と、ビジョンとしての

研究開発を分けるようにして

います。着実にやる部分では、

サービス融合・連携につい

て、いかにエンドユーザーが

使いやすく、使いたくなるサ

ービスを創造するかという視点で取

り組むことが重要だと思っています。

そうでないとサービスは展開できな

いし、逆に進化もしません。進化の

ための先々の研究開発と、サービス

を展開するための研究開発の２つの

意味が「エボリューション」の中に

込められています。

－最後に、研究者へのメッセージ

をお願い致します。

茨木 昨年７月に所長に就任した際

に、“跳んで欲しい”という話をし

ました。跳ぶというのはどの方向に

跳んでも良くて、どうしても世の中

に出したいサービスと思うのであれ

ば、そっちの方へ跳べば良いし、技

術として世界一にしたいというので

あれば、その方向へ跳べば良いわけ

です。今年も同じで、先々のことを

やるなら先に跳べですし、事業に貢

献することでしたら事業サイドにグ

ッと跳ぶという活動を行うことが重

要だと思います。

－本日は有り難うございました。

（聞き手・構成：編集長　河西義人）
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図2 NTTサービスエボリューション研究所の取組み（技術領域）

―そのための重要な技術として、ど

んなものがあげられますか。

―後続の各論の頁で、最近の取組み

をいくつかご紹介しますが、特に

R&D施策として、今年度意識されて

いることはありますか。

―最後に、研究者へのメッセージを

お願い致します。

―本日は有り難うございました。
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